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地域でさまざまな活動に取り組んでおられる団体やグループが集まつて、まずはお互いの活動をよく

知り合い、情報交換や連携をはかつたり、新しい活動の立ち上げにもつなげたいと、「協働のまちづくり

交流会」を開催いたします.

斑鳩町の協働のまちづくりの立ち上げに取り組む住民有志のチーム、「コアメンバー ミーティング」の

初めてのイベントです。皆さんのご参加をお待ちしています。

日 時   8月 30日 (上)午後2時～5時

場 所   生き生きプラザ斑鳩 1階 オープンスペース(機能回復訓練コーナー)

斑鳩町小吉口1丁目12番35号

プログラム 斑鳩町で活動しているさまざまな団体・グループから

活動内容を順次発表
ミニコンサートや交流タイムもあります。

参 カロ方 ,去  当日は、どなたでも参加いただけます。(申 し込み不要)

町内にどんな団体・グループがあり、どんな活動をしているのかを知るよい機会です。

お気軽に、のぞいてみてください。

NPOボランティア サポーター・地域活動に取り組む団体・グループ・個人・・……

ぜひ、活動内容を発表してください。いつしょに協働のまちづくりをすすめましょう。

発表いただける場合は、下記まで連絡をお願いします。

■主催 斑鳩町協働のまちづくり推進委員会+コアメンバー・ミーティング

発 行

連絡先 謳総務課 協働のまちづくり推進係
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1協働のまちづくりとは……・

だれもが豊かで安心できる、生きがいのある暮らしを実現するために、行政と住民、住民活動団体、NPO
ボランティア、事業者などが、それぞれの特性を生かしながら、対等な担い手として、ともに協力し、ともに

行動するまちづくりのことです。

7月 1日 には 暁 鳩町協働のまちづくり条う11か施行されました.

条例では、住民がまちづくりの主体として協働のまちづくりに参加することを求めているほか、

提供や活動拠点の確保、活動機会の提供など、活発な住民活動を支援することを定めています。

暮らしやすい斑鳩のまちづくりのために、私たちも行動しましょう 1

行政は1言報の
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協働のまちづくりこむけて、住民有志による協leJlのまちづくりのしくみづくりがスタートしました.

協働のまちづくりの行動にむけた準備をする、中心的な担い手となるのが・コアメンバー'です。

我もという志のある方々をコアメンバーとして、ミーティングを開いています。      撃

◆第1回 コアメンバー・ミーティングを開きました。         ,=
5月 15日 (木)午後 1時30分より生き生きプラザ2階大会議室にて

地域のために活動する町内の団体 グループによる交流会を開催することの

ほか、情報交換のツールとしての情報ボー ドを設置すること、協働のまちづ

くりの取り組みについてホームページやニュースレターを通 じて情報発信を

θすることなどを決めました。

◆第2回 コアメンパー・ミーテイングを開きましL
6月 27日 (金)午後 1時 30分 より生き生きプラザ 2階会議室にて

協働のまちづくり交流会の内容について決めました。
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ワーキングスタツフ募集

ホームベージやニュースレターによる協働のまちづ

くりについての情報発信や町内で活動する団体 個

人のネットワークづくりなど、協働のまちづくりの

しくみづくりに向けて実務的な作業を担 うワーキン

グスタッフを募集しています。

●定例活動日●
毎月 第 2木曜日
Pヽ11:Ol-3:00
生 き生きプラザ斑鳩

1階 喫茶コーナー

興味 関心のある方は、定例活動 日に
のぞいてみてください 11
8月 は特別に7日 (木 )1時からです。
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ホ ー ム ペ ー ジ 開 設 しま した : 協101の まちづくりに向けた取 り組みの情報を発信しています。
ブログもつくりました。ぜひ、一度ごらんください。

ホームページのアドレスは
「斑鳩町協働のまちづくりJで検索すると、今のところ、15番 目
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